
 

今月の「バックアップ」情報 

 
 

 

前回は、炭鉱が花形産業だった時代、危険な油灯

に替わり安全なバッテリー式安全灯が大きな役割

を果たした事をお伝えしました。その後、世界の

エネルギーが石炭から重油へと変わり石炭産業は

1953年をピークに国内需要量の落ち込みがはじ

まります。そして、2年後には石炭不況が深刻化、

労働者もピーク時の７割程度まで減少してしまい

ます。安全灯の販売量は減少の一途をたどり、

1975年頃には、現GSユアサの前身日本電池も電

池式安全灯の生産を中止することになりました。 

 

一方、1953年は日本の自動車保有台数が100万

台を突破した年でもあります。 

自動車のバッテリーは様々な電装品に電気を供給

しますが、初期の重要な役割はエンジンを始動さ

せることでした。

バッテリーを搭載

した電気式セルフ

スターターが実用

化されたのは

1912年のキャデ

ラック社製の自動

車が最初です。そ

れまではクランク棒を使った人力による始動でし

たが、成人男性にとっても大変な力仕事で怪我も

多く、当時はエンジンの始動も運転に必要な重要

技術と捉えられていました。 

電気式セルフスターターは当初女性向けのオプシ

ョン装備でしたが、米国では数年のうちにほとん

どすべての自動車が装備するようになりました。

1912年製のキャデラック車はこの始動装置のほ

か、電気式ヘッドライトを標準装備としたのも大

きな特徴です。こうしてバッテリーは自動車に必

要不可欠

なものに

なりまし

た。 

 

日本では

GSユアサ

の前身で

ある二社のうち日本電池が1919年に、湯浅電池

が1920年にそれぞれ自動車用バッテリーの生産

を開始しています。そして石炭産業がピークを迎

えた1953年には日本電池から従来の性能を一新

する新製品が発売されました。 

その10年後には自動車

ローンが開始され、マ

イカーの夢は次第に庶

民にも手の届くものに

なってゆきます。日本

の高度成長とともに訪

れたモータリゼーショ

ンの波。ここでも、蓄

電池（バッテリー）は

その発展をバックアッ

プしていくわけです。 

（沢田 満） 

バッテリーも世につれ② 
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1937年の自動車用バッテリーの広告（画像提供「探検コム」） 

1953年発売の「エースパワー」「エースライ

ト」は積極的な宣伝を行いました。 



今月の雑学

  

「かわいい妖怪？」 

今回は夏らしく「妖怪」

にしようと思いました

が、ご出産のため今回

限りで編集部を卒業さ

れる、畑中さんのリクエストにより、「かわいい妖

怪」限定のお話です。皆さんは「かわいい妖怪」と

聞いてどんなものを思い浮かべますか？初代鬼太郎

世代の私ですと、「こなきじじい」「ネコ娘」「油

すまし」他には妖怪人間ベムの息子「ベロ」。そう

そう遠野の「河童」「座敷わらし」も外せませんね。

私のおすすめは何と言っても「豆腐小僧」！「かわ

いい小僧さんが雨の日に笠をかぶってお盆にのせた

豆腐を持って歩くだけ」というシュールでかわいい

妖怪です。この世で一番怖くない気弱な妖怪として、

2011年4月に映画化もされています。妖怪を描い

た古い絵としては、鳥山石燕の「画図百鬼夜行」が

有名ですが、「稲生物怪録」にもなかなかユーモラ

スな妖怪が出てきますので、興味がある方は是非ご

らんください。最近ではJR日暮里駅の和菓子店

「江戸うさぎ」で限定販売されている「妖怪いちご

大福」がかわいい、ともっぱらの評判とか。寝苦し

い夜にでも、ぜひネットで画像検索してみてくださ

い。ひんやり涼しく眠れるかもしれませんよ。 

（沢田 元一郎） 

 

今月の言葉 

「君子豹変と言われたら？」 

大人気のNHKドラマ「あまちゃん」でお嬢様だっ

たユイちゃんの様子が一変したときに視聴者は「豹

変」という言葉を使って感想

を表現していました。「豹変」

はNHKの「あまちゃん」サ

イトでも使われています。で

すがこの豹変という言葉、本

来は全く違う意味なのです。

元々は古代中国の書 易経 の君子豹変す、小人は面を

革(あらた)む」から出た言葉で、豹の斑文がくっきり

しているように、君子はあやまちに気付けば即座に

それを改めるという意味でした。このように時代と

共に本来の良い意味が変わってしまった言葉は意外

にたくさんあります。例えば「破天荒」は“無茶で

奔放な様子”ではなく“誰も成し得なかったことを

すること”、「御の字」は“取りあえずそれで納得”

ではなく“大いに満足できてありがたい”ことなの

です。本来の意味で使っている方もいらっしゃるの

で、言われて腹を立てる前にまず本当の意味を調べ

てみてくださいね。（笹崎 久美子） 

社員紹介 

今回は、営業部 鎌形課長です。 

 

「営業部 課長の鎌形悦久です。 

出身は宮城県です。趣味はバイクでのツーリング

です。愛車のＳＲ４００に乗って、最近は関西や

四国まで走りに行ってます。ツーリング先で出会

ったライダーや、地元の方々に親切にしてもらい、

お陰様で毎回良い思い出の旅になっております。

今度は九州まで行ってみたいです。」 

・座右の銘 ≪一期一会≫ 

      ≪実るほど頭を垂れる稲穂かな≫ 

バイク、音楽など多趣味で、プライベートも充実

している鎌形課長。仕事中はとても真面目ですが、

会社飲み会でのカラオケは、歌って盛り上げてく

れます。（畑中 千加子） 

 

    *    *    *    *    

編集部から 

今月の雑学の冒頭で少しふれていただきましたが、 
「編集部から」を書かせていただくのは、今回が
最後になります。200文字弱の小さな枠ですが、
楽しみながら書くことができました。毎月、何を
書こうかな～と調べているうちに、知らなかった
ことを学ぶこともでき楽しかったです。 
 
暑かったり涼しくなったりしていますが、お体大
切にお過ごしください！皆様ありがとうございま
した。（畑中 千加子） 
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メルマガ版 配信ご希望の方は

【ミカド電装 メルマガ】で

ご検索ください 
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